
な
か
ば
る

佐
賀
。中
原
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
佐
賀
県
唐
津
市
原
字
西
九
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
１１
）
七
月
１
二
〇
〇
〇
年

一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
佐
賀
県
教
育
委
員
会

・
唐
津
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
小
松
　
譲

・
美
浦
雄
二

・
辻
村
美
代
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
水
田
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
エハ
世
紀
後
半
―
九
世
紀
前
半

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
遺
跡
は
鏡
山
の
南
西
部
五

・
五
ｋｍ
の
水
田
地
帝
に
あ
た
り
、
唐
津
湾
と
松

浦
川
に
よ
つ
て
形
成
さ
れ
た
古
砂
丘
列
上
に
立
地
す
る
。
従
来
の
、　
一
九
六
五

年
の
日
仏
合
同
調
査
や

一
九
人

六
年
の
唐
津
市
教
育
委
員
会
の

調
査
に
よ
つ
て
、
鉄
曳
、
鉄
矛

を
副
葬
し
た
弥
生
時
代
中
期
の

甕
棺
墓
や
古
墳
時
代
中
期
の
周

溝
墓
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

本
調
査
は
西
九
州
自
動
車
道

建
設
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
弥

生

・
古
墳
時
代
の
墳
墓
を
確
認

し
た
地
点
か
ら
東
方
約
四
〇
〇
ｍ
に
位
置
す
る
。
こ
れ
ま
で

一
区
か
ら
四
区
の

調
査
を
実
施
し
、
奈
良
時
代
の
集
落
と
水
田
を
検
出
し
た
。
主
な
遺
構
に
は
、

二
区
で
は
掘
立
柱
建
物
四
棟

・
井
戸

一
基

・
旧
河
道
と
水
田
、
四
区
で
は
掘
立

柱
建
物
三
棟
が
あ
る
。
掘
立
柱
建
物
の
規
模
は
二
間
×
三
間
が
主
で
、
特
別
大

型
の
も
の
は
み
ら
れ
な
い
。
柱
の
掘
形
は
円
形
で
あ
る
。
建
物
群
の
配
置
は
、

二
区
は
雑
然
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
四
区
の
建
物
の
主
軸
は
正
方
位
で
水

田
畦
畔
の
区
画
方
向
と

一
致
す
る
。

二
区
の
集
落
と
水
田
の
間
を
流
れ
る
旧
河
道
は
、
幅
約

一
五
ｍ
深
さ
約

一
。

五
ｍ
で
、
埋
土
は
植
物
遺
体
層
や
黒
褐
色
中
砂
層
な
ど
か
ら
な
る
。
埋
土
中
か

ら
多
量
の
須
恵
器

。
土
師
器

・
木
製
品
が
出
土
し
た
。
特
筆
さ
れ
る
遺
物
と
し

て
墨
書
土
器
や
中
空
円
面
硯

・
転
用
硯
、
木
製
品
に
は
挽
物
椀

。
舟
形
木
製

品

・
槌
の
子
な
ど
が
あ
る
。
墨
書
土
器
は
約
四
〇
点
あ
り
、
須
恵
器
を
中
心
と

す
る
。
主
な
も
の
に

「林
」
「川
嶋
」
「魚
女
」
な
ど
が
あ
る
。
出
土
遺
物
の
時

期
は
六
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
前
半
で
あ
る
。

今
回
報
告
す
る
木
簡
二
点
も
、
旧
河
道
か
ら
出
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

「大
村
戸
主
川
部
組
次
〔剛
叱
下
【酬
ヵ
〕

（
μ
Φ
μ
）
×
∞
∞
×
∽
　
ｏ
Ｐ
Φ

②
　

日
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（雨
）溢
『巡

Φ毬

ω
は
下
半
部
を
欠
損
す
る
。
上
端
木
口
面
は
両
面
か
ら
削
ら
れ
、
や
や
九
味

(唐津・浜崎)
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を
も
っ
て
仕
上
げ
ら
れ
る
。
表
面
お
よ
び
側
面
は
平
滑
で
、
表
面
上
部
三
カ
所

に
わ
ず
か
な
が
ら
削
り
痕
が
み
ら
れ
る
。

大
村
に
関
し
て
は
、
肥
前
国
に
は
大
村
駅
の
存
在
が
知
ら
れ
る

（［延
喜
式
』

兵
部
省
諸
国
駅
伝
馬
条
）。
そ
の
所
在
地
は
、
松
浦
郡
内
に
想
定
す
る
説
と
、
『和

名
類
衆
抄
』
に
み
え
る
彼
杵
郡
大
村
郷
に
比
定
す
る
説
と
が
あ
る
が
、
今
回
松

浦
郡
内
に
あ
た
る
当
遺
跡
か
ら

「大
村
」
と
記
し
た
木
簡
が
出
土
し
た
こ
と
は

興
味
深
い
。
川
部
氏
は
、
『続
日
本
紀
』
宝
亀
六
年
四
月
壬
申
条
に
肥
前
国
松

浦
郡
人
の
柁
師
と
し
て
登
場
す
る
川
部
酒
麻
呂
の
一
族
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
日
下
部
は
、
『肥
前
国
風
土
記
』
松
浦
郡
の
項
に
日
下
部
君
の
祖
先
伝
承
が

見
え
る
。

図
は
、
上
端
は
右
側
か
ら
中
央
ま
で
二
次
的
に
刃
物
を
入
れ
て
お
り
、
そ
こ

で
折
れ
て
欠
損
す
る
。
表
面
上
部
に
墨
痕
が
あ
る
も
の
の
文
字
は
判
読
で
き
な

い
。
下
端
の
右
側
面
は
削
り
に
よ
り
や
や
細
く
な
る
。
両
面
に
タ
テ
方
向
の
削

り
痕
が
認
め
ら
れ
る
。

本
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
京
都
橘
女
子
大
学
の
狩
野
久
氏

・
奈
良
国

立
文
化
財
研
究
所
の
舘
野
和
己
氏

・
群
馬
県
教
育
委
員
会
の
高
島
英
之
氏
に
ご

教
一不
い
た
だ
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（小
松
　
譲
）

(1)(赤外線画像) 中原遺跡 2区




